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昭和 48年度目野市 水道事業決算報告書

。)収益的収入及び支出

収入 円〉

r-一一一 一一一一一一一手一一 一 一主

| 下地芳芸菅丞業法第2斗条第 3項の規
当初予算額 I ;補正予算額 |二

I InJ..LL.. J 7rH>'<. I 定Kよる支出額K係る財源充当額

額 予算額比比べ

区分

第1款水道事業収益 I302，635，000 I 58，1 26，000 

第1項営業 収益

第2項営業外収益

支 出

決算額 考備

合 計 |決 算額

〈単位 円)

地方公営企

業法第 26 

条第 2~真の

;1:;1定による

一 一一一一一一一一一一ー一一 一一一一一一一一一 一 一一一 額予 鼻' 

一 地方公営企 1 

当 キ刀 ネ市 正 予備資 流 用 業法第 24 

区 分 条第 3項の

予算額 予 算 額 文 出額 増減 額 規定によ る

ーー・....ー・・ー帽・・・・一向帽同・ー一一一一直些笠一一一 自• 一

3 8 5，6 1 0，0 0 0 73，785，000 。 。 。
一一一一一

1・
第 1項営業資 用 271，73ス000 70，71 5，000 1 43，791 。 。

1・
一

第2項 営業外費用 1 1 3，3 7 3，0 0 0 3，070，000 。 。 。
第3項予備費 500，000 。ム143，7 91 。 。

，___一ー
a 

上一356，209
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不 用 額 備

繰越額

o 1 4 5 9， 3 9 5，0 0 0 1 4 2 1; 081.471 112，720，000125，593，529 

o I 342，595，7 911 305，31 1，007 11 2，720，000 124，564，784 

o I 11山知)00川 5/70，464I 0 I 6 72，536 

。
一一三一__0-+-1_.'_ 

01.. 356，209 
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一

(2) 資本的収入及び支出

収入

区 分

:第 1款資本的収入

第 1項企業債

第 2項 他の会出言十資か金ら

第 5項負担金

第 4項 固売定却代資産金

出

区 分

第 1款資本的支出

第 1項建設改良資

第 2項償還金

昭和 48年 度 目 野 市

予 算

地方公営企業

法第 26条の

当初予算額 補正予算額 言十 ' 規定による繰

越額に係る財

源充当額

4 3 2，9 5 2，0 0 0 ム 89，688，000343，264，000 。
3 9 7， 0 00，0 0 0 6142，000，000 255，000.000 。
1 5.000，000 。1 5.000.000 。
20，952.000 52，31 2.000 73.264.000 。

。 。 。 。
" 

予 算

流用
地方公営住

当初 補正 業法鋭 26 継続資
計

予算額 予算額 増減額 よる 越鎖

486.695.000 心筋，822.000 。4∞，873.000 。91.200.000 

453.81 0，000 693，236.000 。3ω.574，0∞ 。91.200，000 

32.8邸，000 ス414，000 。相，299， 0∞ 。 。

資本的収入額が資本的支出額K不足する額￥ 50，0 6 5，3 6 9は

-6-

水道事業決算報告書

(単位円)

額

予算額K比べ

えロh 言十
決算額 備 考

に係る財源充当額 決算額の 増減

85.000.000 428.26 4，0 0 0 201，332，649 ム22 6，9 3 1， 3 5 1 

85，000，000 3 4 0， Q 0 o. 0 0 0 1 1 3，0 0 O. 0 0 0 ム 22 7， 0 0 0， 0 0 0 

。 1 5，000.000 1 5.000，000 。
。 73.264，000 73，31 7， 3 4 9 53，349 

。 。 1 5，300 1 5，300 

(単位 円)

額
翌 年 度繰越額

地方公営企
継続費決算額 業法第 26 不用額 備 考メロ』 言十

条の規定K
逓次繰 よ口』 計

よる繰越額
越額

492，073.000 251， 398.018 3.450.000 233.6∞，000 237， 050.000 3.624'.982 

451.774.000 幻1.100.312 3，450.000 233，6∞.000 23ス050，0003，623.6鈎

!初299..0∞ 40.297， 706 。 。 。 1.294 

損益勘定留保資金で補てんした。
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昭和 48 年度

日野市水道事業財務諸表
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""""'"士一一一一一一 一ーー岨ー-

昭和 48年度 目野市 業損益計算書

(昭和48年 4月1日から昭和49年 5月 31日まで〉

ρ国比 業 収 益 円 円「一一 円

(1 )給 水 収 益 2 6 2， 1 9 6， 0 8 4 

(2) 受託 工事収益 5 4，2 2 6，4 0 9 

• 
(3) そ の他営 業 収益 1虫o2 3，7 3 1 33 5.4 46.224 

2. 営 業 事を 用

。)原水及び浄水 質 1 0 6， 5 0 4. 2 6 2 

(2) 配水及び給水 資 1ス87ス884 

(3) 受 託 工 主張 資 5 0.7 9 0，5 4 3 

(4) 総 係 費 6 4，0 0 1. 6 4 3 

(5) 滅 価 償 却 費 6 5，5 1 1. 1 9 2 

(6) 資 産 減 粍 費 6 2 5.4 8 3 3 0 5， 3 1 1， 0 0 7 

営 業 罪リ 益 I1 3 0，1 35.21 7 

3. 営 業 外 収 益

。) 受 取 芳リ 怠 6，3 6 9，9 6 3 

(2) 徴 収 戸Jιt 託 料 5 1ス344

(3) 雑 収 入 7 5 8， 1 1 8 

11 

7， 6 4 5，4 2 5 

当 年度紙、別 益 5ス780，6 42 

4. '瀞.= 業 外 3主 用 、

(1 )文 払 芳リ ，息 1 1 1， 5 3 5. 4 6 4 

(2) 雑 文 出 4，2 3 5，0 0 0 1 1 5，デ 70.4 6 4 

当 年 度 純 損 失 7ス989，822
ー

. . 
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収

用費
Y

益収

入

款 項 目 節

水道事業収 益

営 業 収 益

給 水 収 益

水 F 道 料 金

受託工事収益

新設工事収益

修繕 工 事 収益

改 良 工 事収 益

r-ーー-

その他営業 収益
一 ト一一一一一-

手 数 料

負 金

料金特別措置持問A企

雑 収 益

営業外収益 、、

-ー

受 取 利 ，患
----- 一一一一ー

一-
預 金 矛リ 息

トー-
徴収受託料

徴収受託料

雑 収 入
ー

雑 収 入

ト一一一一一←昨

支 出

--1 4ー

明細書
〈単位円)

l一収入一率| 備

ー一

決算額 予算額 考

3 4 3，0 9 1， 6 4 9 3 6 0，7 6 1， 0 0 0 95.1% 
11- ー

3 3 5，4 4 6，2 2 4 3 5 4;0 88，0，0_0 94.7 

262，1 96，084 264，08九日00 99.3 

262，1 96，084 2 6 4，0 8 7， 0 0 0 ?虫5

54，226，409 70，345，000 7ス1

51. 1 85，901 67.'占'60矢口00 75.7 南平都営分の繰越による

1，71 8，221 1，060，000 162.1 給水管破損損害金の増

1，322，287 1;676，000 78・? |見込より滅となったため
ー『

1 '9， 0 2 3，7 3 1 19，656，000 96.8 

3，935，361 3，598，000 109.4 
一。 1，000 。

43ス400 48ス000 8虫8

1 4，650，970 1 5，570，000 94.1 宅造会社などからの検針・集金手数料外

7， 6 4 5，4'"2 5 6，67 3，000 11 4.6 
. 

一一 一一一トー一ー

6，369. 963 5，900，000 1 08.0 
一一一-

6，36呪963 5，900，000 1 08.0 

517，344 51 2，000 1 01.0 

517，344 51 2.0 U 0 1 01 0 
一ー

758.11 8 261.000 290.5 屑鉛管など不用品売払

758，11 8 261，000 2905 
--一ーードーー

(単位円)
-

決算額 予 算額 執行率 備 考

4 2-10 .f3J， 4 7 1 4 5 9， 3 9 5，0 0 0 91.6 

3 0 5，3 1 1， 0 0 7 3 4 2，5 9 5，7 9 1 8虫1
-

μ 0 6，504，262 1 1 3，5 9 5，0 0 0 93'.7 

(/ 1呪50ス11 4 1 9， 5 8 4，000 少虫6 ぬ←
4 。20，47 5，1 67 22，690，000 90.2 由一jl

1，963，006 2，008，000 ?ス8

1 65，650 1 68，000 98.6 

4:65，750 468，000 9虫5

乙フ
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. (単位円)

款 項 目 -E二工=~]一一五百五寸 手lF21盃τ瓦一一一一三一一一一
ト一一 ー一 . 

トー
受 水 丸 費 3.3，1 43，41 0~?l4 5，~~g _Q j 92.7 <<J'o 

光 熱 7J< 貸 21.7 9 4 23，000 1 94.8 

印刷製本費 1 06，600 1 08，000 98.7 
一

委 託 料 1.487， 620 1，61 8，000 91.9 

修 繕 費 91 4，940 920，000 99.5 

動 力 費 27，66.4，911 29，497， 000 93.8 
一一一トー一一一一一-一|五肩長瓦ZJふ証言五五;町長扇EE弓ki

ト 薬 品 費

1二
588，300 766，000 76.8 

ため
一 ヤ一一一

配 水 及 び 給 水 費 1ス877，884 1 8，593，000 96.2 
一一

給 料 o 8，396，877 8，4 5 0，0 00 ?虫4 つ
11 

C 8，084，604 トJ手 当 8，341，000i 96.9 
一一

法定福利費
'1 835，51 2 844，000 99.0 

ο 
備 消 ロEロI 費 11 1 38，040 1 70，000 81.2 

ー
材料費

」一一一土色竺仁一一一三笠企E旦」三三7 ffi~ }:";;. .~品 としての購入が少なかったため
一一一一トー守山一一一一一一ーー一一一一ー一一ーーー

日三
←一-一切・

受託工事費
ト一一一一一一一一一一一一一一一一一目

〕に:益z~~旦;oD斗-JZ旦Z旦ー
一

十一一0一一一6一，5一8←6，ー2一一00一給 料

日手当 仁 6，340，263

法定福利 費
ド--開剛h・・---「一一

653，1!79 
一一一一一一一一一一一

Cフ

F 一一一ー一1一9一9一4一，0ー001 16，844，0001 11.8 工事請負 費 南平都営介の繰越による
ーー 」一一一一ー一一一一一一一一ーーー

被服費 5 0，5 0 0 I 7 0， 0 0 0 I 7 2.1 人員増による見積が若干多かった
ト一一一一一一一一一一一ー一一一一 トー-
備消品費 370;5651 390，000 I 95.0 

ー 一戸ーー---一ーーーーーー一一一ー- -一一ーーー一一ーーーー一一
委託料 1 2，4 0 2，9 81 I 1 2，4 09，00 0 I 9虫9

トー ----
燃 料 強 20，944 21，000 9虫7

印刷製本費 90，1 95 107， 000 84.3 
一一十一一一一一一ー一一一トーーーーーー一一一一一ー

修繕費

I-iト
53，205 1 00，000 53.2 機械工具の修理が少なかった

ー
路面復旧費

、.、
1. 772，791 1，7 72，7 91 1 00 

一一 一一一一一一一ー 一一一
材 料 費 20，455，720 30，901，000 66.2 工事量滅のため

寸r---
給、 係 費 64，001，643 68，1 33，000 93.9 

ヤーー ー ー---t-
給 料 心 22.282，673 22，960，000 97， 0 

ヨ一一一
手 当 く.J2 1. 8 6 3，9 4 3 23，1 4宍000 少4.4 -・』

賃ー 金 373，61 0 38-0，000 98.3 
) 

ー
法定福利費 2，1 99;430 2，347， 000 93.7 

旅 1 、 費 A 1 64.740 330.000 49_9 普通旅費の滅と総合出張旅費の滅
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(単位円)

一一一 一一ー -ーー一ー一ー‘ 一一一一
「一ー一一

款 項 目 節 決算額 予算額 執行率 備 考
一

退職給与金 く二33，570.0 75 ! 3，620，000 98.6 一う 。
被服 費 k 408，350 441，000 92.6 

備 消 品 費 1，21 0，81 3 1，338，000 90.5 
一一一ー ト一一一

燃 料 費 561，541 5，162，000 9虫?
園、 ‘ 』且且

一
光 F 貨 1 34.7 81 1 92，000 70.2 見積若干多かったため

費 1， 291，606 1，292，000 99.9 

通信運搬費 657， 053 804，000 81.7 

委 託 料 t ス378，841 8，4 9 3，000 86.9 

手 数 料 8，120 32，000 25.4 電波検査料の支払いがなかったため
一一一

賃 イ昔 料 290，980 29号000 97.3 

七「一二一一二
修 繕 資 ト一一

955，020 1，1 24，000 85.0 
一一 一 一

研 修 費 65，900 66，000 99.8 
一 ー

交際 ' 費 1 2ス805 200，000 63..9 
一一一一一一

食 糧費 54，755 70，000 78.2 
一一一一

会費 負 担 金 42，940 50，000 85.9 
一 一 一一一一ー

保 険
、

料 358，667 384，000 93.4 
一一一一一一一一

滅価 償 却費 65，511，1 92 65;51 2，000 ?呪?
~一一一一一ーートーー 一一 一

一
65，51 1， 1 92 65，51 2，000 99.9 
-

一一一
資産減耗費 625，4 8 3 37-0，000 1 6呪O

ー

固定資産除去P費 553.433 300.000 1 84.5 ハンガ一台バイク処分プレハブ取りこわしによる

棚卸減耗費 72，050 t 70.0'00 1 02.9 50C1T.以下の鉛管を費用としておとしたため
--一一

営業外費用 .回・
1 1 5.770.464 1 1 6，4 4 3.0 0 0、少明~4

ー 一一一一一一一一一
支 1 1 1， 5 3 5，4 6 4 1 1 2.1 6 3，0 0 0 少虫4

一 一
企 業 債利息 L..!_E_生三竺竺o1 04，71 5.000 タ虫6
一一 一一
償 還 金利息 ス20ス234 ス208，000 99.9 

一 一
借入利息

。 240，000 。
ト

雑 支 出

文正「つ
4，235，000 4，280，000 98.9 

雑 4，235，000 4.280，000 98.9 道路死亡事故K対する賠償金外
-

予 備 費

「す二|ト
。 356，209 。

圭一一一備 費
。 356.209 。

予
。 356，209 。

-19-
-18ー



資本的収支 明細書

収 入 (単位円)
; 

寸ー

項 目 ， 節. ・ 決算額 予算額 収入率 イ庸 考

資本的収入 2 0 1， 3 3 2，6 4 9 428，264，000 47.0 
属

1i:: 乙 業 債
、

1 1 3，0 0 0; 0 0 0 3 4 0， 0 0 0，0 0 0 33.2 

1E 業 債 1 1 3，0 0 0，0 0 0 3 4 0，0 0 0，0 0 0 33.2 

以八二、 業 債 1 1 3， 0 0 0，0 0 0 3 4 0，0 0 0; 0 0 0 33.2 資栃不足により工事遅延し年度繰越をしたため

出 資 金 15，000，000 15，000，000 1 00 

出 資 金 1 5，000，000 1 5，000，000 1 00 
ー

' 
出 資 金 11 1 5，000，000 15，000，000 1 00 

負 ナ旦 金
E 

L~包玉三49 73，264，000 ?呪ヲ
一一

負 担 金
、l 73，31 7， 349 73，264，000 タ虫9

負 i旦 金 73，31 7， 3 49 73，264，000 99.9 
11 

固定 資 産売却代金 1 5，300 。 。
ι ~ 4 

ーーー""f

固 定資産 売却代金 ‘ 1 5，300 。 。
固 定資産売却 代 金 1 5，300 。 。 複写機売却

品

支 出 (単位 円)

I ~-~\" I 予算 額項 自 節 執行率 市首 考
一一一 1]- 651398 ロヲ ~_b9~_00子

トー一一

一ト一一一一一
51.0 

一
建設改良費 - l 21 1. 1B312主 lt74，O_00 46.7 

建 設 費 ! イ 1…9I 4 1 2，5 5 2，3 6 3 42-4 

工事 請 負 費 11 9， 450，000 I 355，430.000 33.7 地資材内不へ足のにより既設設団工地事への繰送水越管及び神明上
。 J

. 
配水管の布 で したため

'. 、
委 託 料 ~_~_!1j_!_ 1 4 9 1， 2 8 9， 3. 6 3， 8スろ

設計 ー委 託 料

1 
1究500，000 1 9，500，000 1 00 

卜←-
咽一

ー

雑 工 事 費 34，860，000 38，.33" 3，0'00 90.9 
、

量 水 器 費 1 4，4 3 3，2 4 0 1 6，984，000 85.0 

量 水 器 費 l' 1 4，4 3 3，240 1 6，984，000 85.0 
5 

有形固定資産購入費 2，346.200 2，350，000 99.8 

備 ロロロ 費 2，346，200 2，350，000 9 9~8 
. 

給、 係 費 1 9， 3 8 4，7 23 19，887，637 97.も

給 料 Q 8，589，1 00 8，638，000 ヲ虫4百手 当 C 8，248，803 8，61 3，000 95.8 

法定福利費 850，908 920.000 92.5 

-21ー
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一

一.

(単位 円)
」一一一一一一一一 一一下十一一-

款 項 目 節 | 決 算 額 予 算 額 収入率 備 考

「 品 費 測量杭など一倍日未購入のため備 消 65，350 86，00-0 76.0 

勺司F

-ー
印刷3製rl本費 8免925 90，000 少虫9

原 材日(ι 料 費
，1 

1，540，637 1; 5 4 0，6 37 1 00 
;'・・.... 

償 還 金 、"・ 40，297， 7 0 6 40，2，99，0.00 9-.9.9 
ト-一一一ーー

企 業 債償還金 36，353，500 36，354，000 :-，9虫9

企業債J償還金 36，353，500 3 6，:3"5'4，0 00 9.9.9 も
『

借 入 金 償 還金 3，944，206 3，945，000 

借 入金 償 還 金 3，944，206 3，945，000 9呪タ
P 白，- 一

忌F 、‘九 e 

‘ 

• 

匂 i

- ‘ 
喝

、

J 

ー、 ‘ ・

， 

! 

. 
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昭和 48年度 目野市水道事業貸借対照表

昭和 49年 5月 31日 〈単位円)
一一

資産 の部 負

1. 固定 資産

。)有形 固定資産

イ.土地

ロ.立木

へ建 物

建物減価償却引当金

ニ.構築物

構築物減価償却引当金

ホ.機械及び装置

機械及び装置滅価償却引当金

へ.車輔運搬具

車輪運搬具減価償却引当金

イ.原材料

ロ .量水器

(4) 前 払費用

イ.未経過保険料

流動資産合計

資産合計

債 、のd 部

a 、

10ス906，598 107， 906，598 

I 10川腕

8，924，232 

2呪851，212 38，775，444 

6，860，686 

12，720，000 19，580，686 

458，585 

5，418，000 ーム笠生盟主一

64.232.715_. 

J 72139 31~_ 

本 の 音B

、172，466，150

1，610，536，671 

1， 783，002，821 

1 07， 812，482 I 10ス剖2，482

4笠皇室担 1 2，625，開 1

113，凶8.699

._.2A.必J.291 107; 601， 970 

1，776，045，3321 

ユ5必8，30益11，日0，277， 026 

416，554，732 

85，222，496 1 331，332，236 

5，220，900 

~盟笠Q.I 2，671， 005 

3. 固定負債

。) その他国定負債

イ . 長 期 借 入 金

固定負債合計

4. 流動負債

。)未払金

イ.営業未払金

ロ.その他未払金

(2) 前受金

イ.営業前受金

ロ.その他前受金

(3) その他流動負債

イ.預り金 J 山

口.預り保証金

流動負債合計

負債合計

ト.工具器具及び備品 1 5，734，230 

工具器具及び備品滅価償却引当金1 . J， 728.47~.I 4，OCE，7571 ! 

チ.建設仮勘定 1 .106，125J?Z.~. I _1蛍j.~721 1 

有形固定資産合計 1 12，342，452，189! 

(2)投資

イ.その他投資 l 

投資合計 | 

固定資産合計

資

299， 426 

299 

34，53Q，_f3CZ2 1 34，533， 

5. 資本金

(1 )自己 資 本金

(2) 借入 資 本金

イ.企 業 債

資 本金合計

6. 剰余金

(1):資本剰余金

!;Iイ.受贈財産評価額

ロ . 工 事 負 担 金

資本剰余金合計

(2) 利 益 剰 余 金

イ.滅債積立金

ロ.矛Ij益積立金

ハ.当年度未処理欠損金

繰越欠損金年度末残高

当年度純損失

利益剰余金合計

剰余金合計

資 本 合 計

負債資本合計

2. 流動資産

。)現 金預金

イ. 預金

(2) 未収 金

イ.営業未収金 ー 一一一I--------~ 39， 919， 893 

ロ.営業外未収金 1 1 606，313 

J、.その他未収金 I 1 ~.492.020日

(3)貯蔵品

44，018，2261 

問

雌 凶7
'
 

に
d

寸
J

ユ必2み Z生臼1
_2乙益辺五U_

2.435，135，545 

1，71矢356

505.691， 098 

47史993.411

2，262，996.232 

2，435，135.545 
、ーーーー
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日刊
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3，820.000 

46，789.689 

36，9101 

7スヲ段位21 ヱ~Q径之32 .

ム 2ス41ス043
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有形固定資産 明細書
(単位円〉

「ー

減価償却引当金 一
一'-'.--

資産の種類 年度当初の現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高
年度末償却未済高 備 考

当年度増加l額 当年度披少額 累 計_' 一
土 地 1 0ス812，4 82 。 。 10ス8，12，4 82 。 。 。 1 0ス812，4 82 

ε，62$，8制 2，625，841 
._ 

立・ 木 。 。 。 。 。 2，625，841 ー一、'、;~ . . . 

建 物 65，634，760 4ス693，939 280，000 t 1 3，0 4 8，6 9 9; 1，326，1 02 50，400 5.4 4 6，72 9 1 0ス601，970

構 築 物 1，403，90ス391 372，1 3ス941 0' 1. 776，045，33'2 42，788，629 。 1 9 5，?-6 8，~ 06 1，580，27ス026

機械及び装置 284，052，596 1 33，594，51 3 1，092，377 4' 1 '6，5 5 4，7 3 2 1史874，874 39ス930 85，222，4 9 6 331. 332，236 

車靭運搬具 4，760，500 665，000 204，60 Q 5，220，900 ー、 ~\ 9 71， 085 1 84;1 40; 2，549，895 2，671，005 

5，734，230 ρ ι 2ス628
J 

工具器具備 品 5，022，030. 1， 551，200 83矢口 00 621.900 1，728，4 7 3 4，005，757 -， 、 噌・

建 設仮勘定 554，821，1 53 1 94，3 2 0，8 7 2 5 4 3， 0 1 6，1 5 3 2 0 6，1 2 5;8 7 2 。 。 。 2 06，1 2 5，8 7 2 

言十 2，4 2 8，6 3 6，7 5 3 7 4 9， 9 6 3.4 6 5 54 5，4 3 2，1 3 0 2，6 3 3，1 6 8，0 8 8 65，588，31 8 1， 2 5 4，370 2 9 0，7 1 5，8 9 9 2，3 4 2，4 5 2，1 89 

投 資 明 細 書
(単位円 )

資産の種類 年度当初現在高 当年度増加額

当年度減:Tt1王現在高
備 考

ゴ! 投資有価証券 2 9矢426 。
呪426 割引電信電話債券

期借入金)
(単位 円)

|よJ齢二J-|寸孟訂利率
種 類 発行年月日 発行総額 利子合言十

償還利 子

」 合計 利子合計

昭和 37年度長期借入金|昭和38年2月1日 1 07，906，598 9 1， 7 8 1， 6 9 2 I 6 4，9 4 0，7 2 2 
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r 

， 

iノf二、 業 債 明 細 重巨ヨ主 (単位円 )

-
償 還元金 償還利子

許可年度並び種類 発行年月日 発行 総額 未償還残高 別率 利子合計 未償還利子 償還終期
当年度 メ日』 言十 当年度 £同』 計

， 

昭和33年度政府企業債 34. 5.29 3，0 0 O~ O 0 0 1 27，281 1， 1 5呪828 1，840，172 年 6.5分 3，148，少65 1 25，849 2，4 5ス837 691，1 28 5呪 2. 1 

" 34 /1 公寵 /1 35. 3.20 5，000，000 384，61 4 4，61 5，386 384，614 7.も 3，324，975 51，1 52 3，303.053 . 21，922 5 O. 3.20 

11 34 /1 政府 H 35. 5.31 20，000，000 781，525 ス121，525 12，878，475 6.5 20，63ス682 875，4 03 1 5，289， 967 5，34ス715 6 O. 2. 1 

" 35 "公庫 N 36. 3.20 3，000，000 230，768 2，5 P 8，4 6 4 461，536 7.も 1，994，980 48，229 1，951.1 36 43，844 51. 3.20 

!I 35 "政府 " 36. 8.31 2スO..QO，O00 989，684 8，559，000 18，441，000 6.5 2ス418，877 1，24ス168 19， 017， 653 8，4 0 1， 22 4 6-1. 2. 1 
ート一一

" ちも /1 そな寵 " 5ス3.20 6，000，000 461，538 4，61 5，386 1， 384，614 7.4 3，884，984 1 28，076 3，705，68 (). 179.304 52. 3.20 
一トー・ 一

!I ちら 11 政府 " 37.12.25 42，000，000 1，444，11 5 1 1，774，4 9 3 30，225，507 
-1 .... 一一-

6.5 41，791， t 02 2，035，4 35 26，7 8 2，459 1 5，008，643 62. 2. 1 

ー
"も 9 " I! " 4 O. 5.29 1 0，000，000 301， 300 1， 3 31， 0 1 .~ .r 、"8，668，981 6.5 16，862，467 578，250 5，456，648 1 1， 405，81 9 68. 2. 1 

一I 1 0，000ー8ー.3日ーム8目J6。-
-

" 40 /1 公庫 H 41. 3.20 ~~00，00~ 2，000，000 30，000，000 7.3 38，61 0，652 2，29弓500 21，638，1 52 1 6，9'72，50 0 64. 3.20 
トー， ーード一一一ーーーー

" 40 "政府 H 41. 3.28 92，000，000 1，697， 394 ヌ49 84，501， 614 6.5 1 21，40ス512 5，575，794 45，898，990 75，508，522 71. 2. 1 

!I 41 11 " " 42: 9.30 50，000，000 853，894 3，772，1 51 46，22ス849
ト一寸

6.5 63，831，583 3，046，660 20，346，690 43，484，893 72. 3. 1 
一

" 41 "公庫 H 42.1 0.1 8 3 0， g. 0 0，0 0 0 1，500，000 5，250，000 24，7日，000 スo 2ス663，461 1， 811， 250 12，93ス211 1 4，726，250 65. 虫20

円一一一一回 24ス044

~~t 泊
6.5 1呪940，328 955，986 5，588，828 74咽 3，1 

" 42 11 D政府 H 43. 5.30 1 5，000，000 1 4，351，500 

ー一 一一一
" 42 "公庫 H 43. 6.11 30，000，000 1，500，000 4，500，000 1.， 25，500，000 スo 2ス351，358 1，863，750 11，732，608 1 5，61 8，750 6スミ20

" 4ち" " " 44. 6.1 1 52，000，000 2，600，000 5，200，000 ， 46，800，000 7.0 4ス40呪021 3，41 2，500 1ス106，021 30，303，000 68. 3.20 

" 43 "政府 N 44.10.30 1 3 0，0 0 0，0 0 0 1， 979，693 3，836，7. 1 7 126，163，283 6.5 1 6ス235，700 8，29ス637 36，465，7 33 1 3 0，7 6 9， 9 6 7 75. 3. 1 

" 44 11 公庫 H 45. 5.29 45，000，000 2，250，000 2，250，000 42，750，000 1 11 スo 41， 1 46，335 3，1 1 0，625 31，969，460 9.1 76.875 69. 320 

" 44 !I政府 N 45. 7. 30 75，000，000 1，05ス195 2，0 48，8 8~ 72，951，118 6.5 96，576，4 93 4，793，635 1ス406，031
ト 7引170，4 6 2 76. 3. 1. 

/1 45 11 " " 46. 5.26 87，000，000 1，1 36，263 2，202，1 20 84，79ス880 6.5 1 1 1， 7 5 6，4 3 4 5，567， 551 1 5，551，336 96，205，098 76. 3. 1 
。r 46，0広而o 一 一トー

" 45 !I 公恵 " 46. 5.28 46，000，000 。 6.7 40，266，541 3，082，000 8，676，041 31，590，500 7 O. 3.20 

4，500，000 n~函;565 一一 ←一一一一一一一←- 一トーー
11 45 "縁 故債 46. 7.20 1 5，000，000 1，500，000 8.0 5，936，060 930，000 2，786，060 3.1 50.000 56. 3.31 ト

" 46 "公庫企業債 4ス3.30 80，000，000 。 。 80，0∞，000 6.7 70，895，1 78 5，360，000 1 0，595，1 78 60，300，.0 0 0 7 O. 3.20 

一
" 4も " " " 47. 5.30 54，000，000 。 。 54，000，000 6.7 4ス249，593 3，61 8，000 6，54ス093 40，7 02，500 7 O. 3.20 

ー一トーー
Jt. 46 "政明 " 47. 5，3 D 105，00.0，000 。 。用。回日日日 6.5 1 36，347， 7 07 6，825，000 1 1， 995，1 71 1 2 4，3 5 2，5 3 6 7ス3.1 

ーァz

‘!." 46 " " " 4ヱ 5.30 1 5 6，0 0 0，0 0 0 1，911，1 92 1，91 1，1 92 154，088，808 6.5 2 0 0.2 7 9，7 2 5 1 0，1 0矢440 1ス790，837 1 82，4 88，888 77. 3. 1 
ー

-+ 
" 46 "縁 故債 4 7. 6.26 5只000，000 5，900，000 11. 8 0 0，000 4ス200，000 7.2 21，292，229 3，71ス000 6，849，029 14.443.200 57. 3.31 

" 47 "公庫企業債 48. 3.20 65，000.000 。 。 65，000.000 6.4 55，1 20，000 4，1 60，000 4，1 60，000 50，960.000 71. 3.20 
トー

" 47 " " " 48. 3.22 58，000，000 。 。 58，0∞，000 6.4 4呪178，91 5 3，7 06，91 5 3，7 06，91 5 45，472，000 71. 3.20 

" 47 "縁 故 債 48. 4.26 55，000，000 5，500，000 5，500，000 4虫5∞，000 6.95 1 9， 80ス030 3，4 65，837 3，465，837 1 6，341，1 93 。58. 3.31 
ト

" 47 /1 政府企業債 48. 5.28 2 4 0，0 0 0，0 0 0 。 。 240，000，000 6.2 3 0 6，1 5 3，6 4 3 11，353，643 1 1，353，643 2 9 4.a 0 0， 0 0 0 78. 3. 1 

" 48 11 縁 故 債 4虫 3.25 28，000，000 。 。 28，000，000 8.75 1 2，906，1 30 。 。
1 2，906，1 30 5虫 3.31

計 M， 7 2 3，0 0 0，0 0 0 36，353，500 1 1 2，4 63，3 29 1，610，536，671 
目

1， 8 4 7， 4 2 5，6 6 0 1 02，152，285 4 0 2，53 1. 2 9 7 1，444，894，363 
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昭和 48年度 日野 市

利益剰余金の部

水道事業剰余金計算書

(昭和 48年 4月 1日から昭和49年 5月31日まで)

! 資本剰余金の部

I 1 受贈財産評価額

! 1.前年度末残高 I 1，71呪356

(単位円)

I 滅債積立金

1.前年度末残高 I 3，820，000 

2. 前年度繰入額

;3. :前 年度処分額

4~ 当年度末残高

。

「豆一見益日号689

2. 当年度発生高 。
3. 当年度処介額 。
4. 当年度末残高

E 工事負担金

前年度末残高 437， 066，749 

2. 当年度発生高 73，31 7， 349 

3. 当年度処分額 4，693，000 

4. 当年度末残高

次年度繰越資本剰余金

171免356 1， 71号356

。
3，820，000 

II:利益積立金

1 .前年度末残高

2. 前 年度繰入額

3. 前年度処分額

4. 当年度末残高

積立金合計

50，900，000 

。
4，1 1 0，31 1 

46，789，689 
505ρ 1， 09~-I ~05，691.旦竺

50ス410，454 

E 欠 損 金

1. 前年度未処理欠損金 ー一一一十一 札 1山-1-

2. 前年度欠損金処理額

イ.利益積立金繰入額

繰越欠損金

3. 繰越利益剰余金増加高

イ.固定資産売却益

4.繰越欠損金増加高

イ.過年度損益修正

繰越欠損金年度末残高

5. 当年度純損 ー失

当年度未処理欠損金

4，110，311 I __A，11 0.3lj_ 

。

4，000 4，000 

nu 

d
i
-
-or 

nu 

凋
斗 40.91 0 

56，91:。

7スヲ89，822

78.026，7 3 2 
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昭和 48 年度
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昭和 48年度目野市水道手業報告書

日 次

1 概 況・・………...・...…....・H ・...……・・ 36 

2 工事……・…・…....・...………H ・H ・-・ 38 

3 業 務…………・・・…...・ H ・-…....・ H ・..・ 42 

4 会 計…・・H ・H ・-…....・ H ・.....…...・ H ・... 4 4 
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1 概況

(1 )総括事項

水道事業は昭和 33年創設の認可以来、全市給水をめざし、拡張事業を進めてまいりまし

た。今年肢は、日野市水道事業第 5期拡張事業の 3年自に当り、昭和 47年度K引続き平山

台浄水場系統の配水本管の布設を施工し、水圧低下のため、断滅水等で因窮している地域の

解消をすべく施工を続けると同時に百革、落川地区等の配水管未布設地域K配水管の延長工

事戸 75務-f;4 0 O~，!の配水管布設、延長 9， 400mを施工した。向前年度からの継続中

であった、三沢配水ポンプ場の築造を完成させた。

しかし、本年は、石油危機等諸般の情勢の悪化により水道工事用資材不足並び高騰等工事

の進歩を大きく妨げる要素が大きく、当初の計画事業の実施が不可能となり、 142，000千円

の起債滅額をし、神明上区画整理地内及び丘陵地帯の既設団地K自Mく本管を布設する工事を

昭和 49年度以降の施工とした。

水道事業の都営一元化については、昭和 45年以来機すされてきたが、本年 5月に従来の

一元化計画が変更され、逆委託方式をとることになり、計画は急速に進行した。当市は?月

1 2日東京都と水道事業の統合K関する基本協定を結び、統合の諸準備を進め、 49年 5月

市議会の承認を待たので、 6月1日をもって統合することが決定された。

水道の普及状況を過去 5ヶ年と比較すると次表のとおり。

(3) 議会の認定事項k~ついては、下表のとおりる

議案番号 件 名 提出年月日 認定年月日

6 0 昭和 47年度目野市水道事業会計決算 48.虫12 

引
4 7 日野市の区域における東京都氷道事業の設置 ι ι:;'，;"4虫3.12 4宏

4 8 東京都水道事業の事務の委託K関する規約 4虫3.12 4虫

注:その他議会報告事項として、水道事業資本的支出のうち建設改良費について 91， 200千円

の逓次繰越をしたので、継続費繰越計算書により、報告した占 :r 、

(4) 職員K関する事項Kついては、下表のとおり。

年度末 年度末
普及率

年度末 年度末
普及率

年間総
増加率

一日平均

総戸数 給水戸数 総人口 給水人口 配水量 配水量

45 33，571戸 20，056戸 5呪79も 101，320人 73，460人 72.5% 6.412，797 m' 1 00% 1ス569m.

46 35，707 21，998 61.6 10ス465 79，002 73.5 ス634，060 11 9 20，915 I 

47 5ス257 24，906 66.8 112，518 86，589 76.9 8，943，714 139 

48 38，603 2ス602 71.5 117， 555 93，611 7虫6 hO，253，760 160 28，092 

、 支 員 その他職員 臨時職員 合 言十 日
区分 年 度

事務 技術 計 事務 技術 言十 事務 技術 ー言十 事務 技術 言十

昭和48年度 ? 11 20 6 23 29 2 。2 1 7 34 51 
経営部門

昭和47年度 8 7 1 5 9 20 29 2 。2 1 9 27 46 

昭和48年度 7 7 。。。。。。。7 7 
建設部門 一一一一←-

昭和47年度 。 4 4 。る 5 。。。。1 7 

昭和48年度 ? 1 8 27 6 23 29 2 。2 1 7 41 58 
4 合 言十

昭和47年度 8 1 1 19 9 23 32 2 。2 1 9 34 53 

増 4 滅 7 8 6.3. 。ム5 。。。ム2 7 5 

(5) 料金その他供給条件の設定変更に関する事項は下記のとおり。

該当事項なし

(2) 議会の議決事項については、下表のとおり。

議案番号 件 名 提出年月日 議決年月日

1 5 昭和48年度目野市水道事業会計予算 48. 3. 8 48. 3.30 

6 8 昭和48年度日野市水道事業会計補正予算(第 1号) 48. 虫12 48.1 0.1 3 

8 3 損害賠償額の決定 48. 呪12 48.1 0.1 3 

9 8 昭和48年度目野市水道事業会計補正予算(第2号) 48.12.1 0 48.1 2.26 

7 昭和48年度目野市水道事業会計補正予算(第3号) 49. 3.1 2 4呪 3.22

4 1 日野市水道事業の設置等K関する条例等を廃止する条例 49. 3.1 2 4虫 3.29

、
ι0it ‘
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工 事

。)建設工事の概況並びに契約状況は下表のとおり。 (単位円)
』 ー

着工年月日i竣工(予定〉年月日契 約 件 名 契約年月日 契約金額 契約相手方 工 事 内 ，そτ々チ一-

実日施野市設計川北地、区、百草地区及び神明上地区(必1)配水本管布設 48. 4.1 0 1 0，300，000 
日本水道

48. 4.1 1 48. 8.31 設計委託
トー一一一ー一一一一一一一

円二
レー コンサノレタント

ー一 一 一 一一

四ツ谷下土地区画整理地内tfo.7A、B配水本管布設工事 48. 5.30 4，200，000 東京建設興業側 ー48. 5.31 48. Z 1 4 持100弘 536m .一

大成プレハフ。詰幡、芙蓉J、ィッ配水本管布設工事 48. 8. 4 2，4 00，000 浅野 工 事 側 48. 8. 5 48. 虫10 持150努;7'175m 
』

新坂下住宅供給公社配水本管布設工事 (No.1) 48.1 O. 9 2，750，000 東京建設興業側 48.1 0.1 0 48.1 2.1 0 持75明会 320m 
一

百草地内 (Ab.1)外16地内配水本管布設工事 48.1 0.23 2 1 1， 1 0 0，0 0 0 浅野工事側 48.1 0.24 4虫 5.25
西#t47平1D山4D地m高E外8三0世05m日外日係百B革9、7m倉外沢地神区明9)土1地5日区協

北広間平山台φ100--300 

トーー一ー-一ーーーーー トー一一一一一一一一一ー一ト一一一一一ー一ー一一ー一ー一一一 一一一一 ‘占・・ーーー・司ー・-・ー司』・・・唱ト一一一ー・一 一一一一←一一 ト一一ー一一一一一一ト一一一ー一一ー一一一一一一ー 一_.1L4.2_m ___一一一一一一一一一一一一一一---

日野市神明上地区()伍 2)配水本管布設実施設計 48.1 0.23 5，700.000 日材遁コYサノレタント 48.1 0.24 48.11.19 実施設計
L一一一一一一一一一トι一一一一一一一一一一トー，ーーー 一一一一 一一一一一一 トーー一一一一ー一一一一-トー

都道155号線(上程久保地内)配水本管布設工事 4引 2.27 1 2，000，000 梅原工業側 49. 2.28 49. 5.20 戸100% 49 om 

ー一 一一一一一一トー一一一一一一一一一一一一一一.一 一一ト一一一一一一一一一ート一一ーー一一ー一一一ーート一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一ー一一 226号線道路復旧巾を 1.66mから 2.5mとす

百草地内 (tfo.1)外16地区配水本管布設工事(追加工事) 49. 3.1 3 8.500，000 浅野工事側 4虫 3.14 4虫 5.25 る。矢旗橋の添架工事で歩道 上げによる
、、 フェンス設置その他追加工事

南平台団地導水管布設工事 49. .3.1 3 2，000，000 /1 4虫 3.14 4虫 5.25 持15~私 77m
ーートーー一一-{・

多摩平浄水場改造工事 48. 4.1 0 4，671， 000 fI 48. 4.1 1 48.ス31 水位電計設備、取水、 流量計などポンプ室改造及び
受 改造

神明上土地区画整理地内第2水源導水管及び配水管移設工事 48. 4.1 4 5;500，000 東京建設輿業側 48. 4.1 5 48. 6.20 持200顎・ 360m 戸100%350m 
~-ー・ーーーーー一ー 一一一 ト一一

第6水源水中モーターボン7・取替工事 48. Z 1 7 1，800，000 水 輿 社 48. ス18 48.虫17 水中モータ「ポンフ"本体1，340千円 その他取

ト 一一一一一一一一一一ート一一一_.， 一一
替工事費

東多京摩建設，、興ウ業鯛ス 44881111112 0 

移神設明上工事土地区画整理地内導水管及び平山域社公題駅前配水本管 48.1 1. 9 1 5，000，000 4呪 3.20 神明上戸100ぢ~.~1 50務 700m

』ー』ーーーー ト一一一一一←一一一一一一一一一
城祉駅前件75宅与 56m

多摩平・浄水場プレハプ建設工事 48.1 1.1 0 2，4 30，000 4呪1.19 2階建 76m' 
ト一一一 一 トー一一一一一一一一一一一一トーー 一

日野台地区配水本管及び給水管改良工事 (tfo.1) 4虫 2.25 4，4 5 0，0 0 0 
:-一一一ーー ド一一一~

(樹中島設備 4虫 2.26 49. 3.30 9)75務 243m 戸5O~桜 102m

" (必2) 4呪 2.25 5，300，000 桜井工業株) 4虫 2.26 49. 3.30 戸75務 406m 持5O~私 81 m 

神明上土地区画整理地内(上台)配水本管布設工事 3，450，000 真野設備工業 4虫 3.23 4呪 5.10 持1OO?%! 176m 
ー

(2) 給水工事申詩書受理数
ー，

4月 5月 6月 7月 8月 少月 1 0月 1 1月 1 2月 1月 2月 3月 言十

新設工事 1 9 6 354 246 1 5 6 1 5 6 1 4 4 9 2 
---i 

1 7 8 1 2 7 1 7 1 2 0 1 163 2，1 8 4 

改造工 事 1 2 1 6 1 2 5 8 8 1 0 。 6 5 。 1 1 9 3 

計 2 0 8 370 258 1 6 1 1 6 4 1 5 2 1 0 2 178 1 3 3 1 7 6 2 0 1 1 7 4 2，277 

-38一 -39-"-
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(3) 給水工事完了数
?ー

4月 5月 6月 7月 8月 ?月 1 0月 1 1月 1 2月 1月 言十 」 A' 

新設工事 236 2 0 7 1 8 5 237 220 2 0 1 1 8 0 1 8 7 2 2 6 4 8 1 44- 236 

改造工事 6 1 5 5 4 。 5 6 5 5 2 

計 242 2 2' 2 1 9 0 2 4 1 2 2 0 204 1 8 6 190 2 3. 1 5 0 1 4 6'‘ ¥: 2 3 8 J _ _ '2， 3 6 0 
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3. 昭和48年反業務統計は下表のと おりo

一一一一一一一一一

沢辰 i 
水

用

月末 自己 量
有収水量 一 般用

判給水人E
紙dえ'd:、、 亙E芸者 一日:最大 一日平均

， 

件 数 i二7.k量一

人 人 m: rri 符L" m' 件 m' 

L1 26，745 665，962 25，271 600，117 25，448 8ス998 802，337 29，277 
E ー一一一『

6 125381088，949 

7 26，010 89，437 

89，972 

Lーと ¥26，316 タ0，349

1 0 26，857 91， 755 

1 1 12ス035 92，217 

1 2 12ス298 92，900 

¥2ス3泣 92，950 

2 27，4ω 93，110 

3 2ス602 93，611 
一一トーーー

言十

47年度 一

増 減 一 一

比 率 一 一

供給単価

856，689 30，856 2ス635 714，181 25，535 

856，554 31，643 28，552 761，629 25，640 

998，912 36，凶1 32，223 778，258 25，835 

988，210 34，620 31， 878 812，605 26，045 

870，837 33，902 29，028 808，423 26，145 

858，658 30，国ろ 2ス699 747， 836 26，686 

841，476 30，439 28，049 699，949 26，874 

821， 905 31，822 26，513 669， 666 27， 136 

788，496 28，474 25，435 601， 977 2ス170

742，279 28，535 26，509 651，333 2ス247

82ス407 28，535 26，691 656，419 27， 440 

10，253，760 戸一 8，628，238 一一

8，943，714 一 一 一 一 7， 723，760 ._--

1，310，046 一 一 904，478 一一

11 4.6% 一 一 11 1. 7% 一一

給水収益 262，196，084円

有収水量 8，6 2 8，2 3 8 m
d 

30円39銭

総資問 42 1， 0 8 1， 4 7 1円 一受託工事費 50，790，543円

給水原価
有収水量 8，628，238 m" 

-42ー

644，54'1 

681，992 

706，543 

747， 025 

685，086 

644，887 

61ス274

6'02，∞o 

594，571 

59司273

ス869，792

ス082，473
一一

787， 319 

11 1. 1~o 

42円92銭

、‘

途 男リ

営業用 官公署学校 臨時用
件数そのイ水也量

無収水量 有収率
一 一

件数 水量 件数 水量 件数 水量

件 m' 件 m' 件 m" 件 m" m" 

36 ' 25，624 92 36，451 49 3，21'5、328 555 136，375 83% 

35 28，520 9ろ 37， 2邸 44 3，151 328 684 142，508 83 

35 28，537 92 46，88'.7 43 3，580 328 633 94，925 89 
一一一一一一一ト・ " 

37 一23，797 95 43，124 43 3，436 326 1，358 220，654 80 
守

37 23，305 94 37， 655 40 4，406 326 756 175，605 82 

37 20，533 9る 36，102 41 3，996，旬、 326 757 . 62，414 92 
-

37 21，580 93 36，528 41 4，121 326 521 110，822 87 

37 21，198 89 31，702 36 1，772 324 385 141， 527 83 

37 19，689 89 30，110 36 1， 971 324 622 152，239 81 

37 20，868 89 34，529 36 3，856 324 724 126，519 84 

37 21，524 ! 89 32，1 q1 36 2，263 324 824 90，946 88 
..， 

37 20，716 89 33，551 36 2，121 324 758 170，988 80 

~- 275，891 一一- 436，085' ' 5ス893 8，577 1，625，522 84 
.一r-ーーーーー

ー一 228，978 一一 35ス762 一 48，448 一 ー 6，099 1，21矢954 86 

一 46，913 一 78，32 ろ 一ー ム10，555 2，4 78 405，568 一
• 、

120.5% 1 21.ヲ% 78.29も 一 140.1 % 133.29も 一一

--4 3-
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、‘
4. 会計 3 ) 企業債及び一時借入金の概況は下表のとおり

1 ) 事業収益K関する事項は下表のとおり (単位円)

ー

i下~ 比 較
昭和 47年 嵐A) 昭和4B年嵐:B)

増減 ω B/AX1 OO~) 

γ一一一一ー一一一一一一一一一一一ーーーァー一一一一一一 一一| 一二耳石丈蚕一一一一一4人.r:. 業 債

前年度末残高 1， 5 3 3，8 9 0，1 7 1円 0円

営業収益 3 0 6.7 0 9， 0 7 1 335，446.224 28.73ス1'53 1 0虫4 本年度借入高 1 1 3， 0 0 0， 0 0 0 。
給水収益 2 3 4.1 0 3.2 6 0 262，196.084 -.28.092.824 11 2.0 

受託工 事収益 56.1 9号.056 54，226.4 09 ム 1，972.647 96.5 

その他営業収益 1 6.406.755 1呪023，731 2.61 6，976 1 1 6.0 

本年度償還高 36，353，500 。
本年度末残高 1，61 0，536，6 71 。

営業外収益 ス876.648 ス645，42 5 ζ::，. 231.223 9ス1

受取利息 ス044，146 6，36矢963 乙』 674;1，83' 90.4 

徴収 受託料 49呪200 517.344 18，144 103.6 

雑 収 入 333，302 758，11 8 424.8;16 22Z5 

メロ~ 31 4.585，7'1 9 3 4 3， 0 9 1， 6 4 9 28，505，930 1 09;1 

2 ) 事業費用に関する事項は下表のとおり (単位円)
4 

比 較
昭和 47年嵐A) 昭和 48年嵐.B) 一

増 減 :ωB/AX100紛

229;.396，592 3 0 5，3 1 1. 0 0 7 75，914，41:5 1 33.1 

604.258，789 1 06，504.262 42，2 4 5，4}-， ~ 1 65.7 

1 1， 7.3 2，5 5 2 1ス87ス884 6，1 4 5，3 ~4 1 52.4 
‘ 

50，7 5 6，4 81 50，790，543 34，062 1 00.1 
" 、

50，1-96，457 64，001，643 13;805，1 86 1 27.5 

減価償却費 48，834，611 65，51 1，1 92 16，676.581 1 34.1 

資産滅耗費 3，61ス702 625，4 83 ム 2，992，219 1ス5

営業外費用 91，021， 0 1 8 11 5.770，4 64 24，74号446 1 2ス2

支 払利息 90.978，51 8 1 1 1， 5 3 5，4 6 4 20，556，946 1 22.6 

雑 文 出 42，500 4，235，000 4，1 92，500 996.5 

iロ~ 言十 320，4 1 7， 6 1 0 4 2 1， 0 8 1， 4 7 1 1 0 0，6 6 3.8 6 1 1 31.4 

-44-
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